
ながみね農協と防災協働協定を締結‥‥‥‥‥‥‥‥‥２

道路交通法の一部改正について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３

特定健診・特定保健指導が始まります‥‥‥‥‥‥‥‥４

後期高齢者医療制度が始まります‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５

まちの話題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６

健康・福祉ガイド‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７～８

お知らせ・‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９

ふれあいネット‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10～13

消防だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥14

町民カレンダー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥15

町の木・花・鳥が決まりました‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥16

　10月13日(土)、町文化センターで小学生160名

が伝統産業の「タワシ」づくりに挑戦しました。

～チャレンジ2007「タワシ」づくりにチャレン

ジしよう！！～（社）海南青年会議所主催

（６面に関連記事）
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調印式で握手を交わす菖蒲奥組合長と寺本町長
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地
震
や
台
風
な
ど
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
と
き
に
備
え
、
紀

美
野
町
（
寺
本
光
嘉
町
長
）
は
、

去
る
9
月
27
日
、
な
が
み
ね
農
業

協
同
組
合
（
菖
蒲
奥
典
侑
代
表
理

事
組
合
長
）
と
「
防
災
関
係
の
協

働
事
業
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
災
害
啓
発

用
看
板
の
設
置
場
所
の
提
供
協

力
、
防
災
訓
練
・
防
災
講
演
等
の

参
加
協
力
、
災
害
時
に
来
店
者
や

住
民
へ
の
災
害
情
報
の
提
供
、
大

規
模
災
害
発
生
時
に
物
資
が
不
足

し
た
場
合
、
食
料
品
・
飲
料
水
・

日
用
品
・
応
急
資
材
等
の
調
達
を

要
請
で
き
た
り
、
町
内
8
箇
所
の

選
果
場
な
ど
を
救
援
物
資
の
一
時

集
積
場
所
に
提

供
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

紀
美
野
町
で

は

、

今

後

と

も
、
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し

た

と

き

に

備

え
、
こ
う
し
た

協

定

の

も

と

に
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
防
災

体
制
の
充
実
に

努
め
、
町
民
の

安
全
を
最
大
限

確
保
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き

ま
す
。

「
愛
の
手
で
築
こ
う
明
る
い
よ
い
社
会
」

愛
の
協
賛
金
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

今
年
も
地
域
の
み
な
さ
ま
方
の

お
か
げ
で
、「
4
7
2
、
3
2
3
円
」

と
い
う
多
額
の
浄
財
を
い
た
だ

き
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
募
金
は

＊
地
域
の
非
行
防
止
の
環
境
浄
化

と
啓
発

＊
更
生
保
護
施
設
に
入
っ
て
い
る

恵
ま
れ
な
い
人
へ
の
激
励
、
援

助
活
動

＊
矯
正
保
護
施
設
で
社
会
復
帰
の

た
め
に
教
育
を
受
け
て
い
る
人

た
ち
の
更
生
を
助
け
る
た
め
の

援
助
活
動
な
ど
に
有
効
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他

＊
町
内
小
学
校
新
1
年
生
に
防
犯

ブ
ザ
ー
を
毎
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。

＊
各
公
民
館
、
小
・
中
学
校
の
プ

ラ
ン
タ
ー
に
四
季
折
々
の
花
を

植
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
住
民
や
子
ど
も
達
と
共

に
歩
ん
で
い
く
更
生
保
護
女
性
会

を
今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
暖
か

い
お
心
に
感
謝
し
、
紙
上
を
お
借

り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

会
長　

新
谷
垣
内 

悦
子

（
紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会
会

員
70
名
）

　

紀
美
野
町
教
育
委
員
会
で
は
、

子
ど
も
や
大
人
の
教
育
に
対
す
る

関
心
や
理
解
を
深
め
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
連
携
し
て
取
り
組

み
、
本
町
の
教
育
の
一
層
の
充
実

と
発
展
を
図
る
た
め
、
平
成
19
年

よ
り
毎
年
11
月
を
「
紀
美
野
町
ま

な
び
月
間
」
と
し
ま
し
た
。

　

「
紀
美
野
町
ま
な
び
月
間
」
に

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
「
学
び
」
や
「
教
育
」
の
大
切

さ
を
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。

e-Taxは、インターネットを利用して国税に
関する申告や納税、申請・届出などの手続が
できるシステムです。

e-Tax（国税電子申告・
納税システム）を是非
ご利用ください。

ご利用できる手続
１．自宅やオフィス、税理士事務所から所得税、法人税、
　　消費税、酒税及び印紙税の申告ができます。
２．すべての税目の納税ができます。
３．申請・届出等ができます。

（注）e－Taxのご利用には、あらか

じめ開始届出書を税務署に提出す

る必要があります。

詳しくは、e-Taxホームページを

ご覧ください。

http://www.e-tax.nta.go.jp



　

「
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
平
成
19
年
9
月
19

日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
未
だ
に
な

く
な
ら
な
い
飲
酒
運
転
や
飲
酒
運

転
を
隠
そ
う
と
す
る
悪
質
な
運
転

者
（
ひ
き
逃
げ
）
に
対
す
る
罰
則

強
化
の
ほ
か
、
道
路
交
通
法
で
は

罰
則
が
な
か
っ
た
車
両
提
供
や
酒

類
提
供
、
ま
た
飲
酒
運
転
車
両
へ

の
同
乗
に
つ
い
て
も
新
た
に
罰
則

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

刑
法
改
正

 
 
 
 
 

（
6
月
12
日
施
行
）

　

交
通
事
故
の
罰
則
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
！

「
自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
罪
」

事
故
を
起
こ
し
た
者
に
適
用

7
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮

又
は
1
0
0
万
円
以
下
の
罰
金

「
危
険
運
転
致
死
傷
罪
」

 

二
輪
車
に
も
適
用

 

20
年
以
下
の
懲
役

車
両
の
提
供

酒
類
の
提
供

車
両
に
同
乗

違反行為

酒酔い運転

現　　　行

懲　役

3年以下 又は 50万円以下 5年以下 又は 100万円以下

酒気帯び運転 1年以下 又は 30万円以下 3年以下 又は 50万円以下

ひき逃げ
（救護義務違反） 5年以下 又は 50万円以下 10年以下 又は 100万円以下

飲酒検知拒否 － 30万円以下 3ヶ月以下 又は 50万円以下

運転者が
酒酔い運転 － － 5年以下 又は 100万円以下

運転者が
酒気帯び運転 － － 3年以下 又は 50万円以下

運転者が
酒酔い運転 － － 3年以下 又は 50万円以下

運転者が
酒気帯び運転 － － 2年以下 又は 30万円以下

運転者が
酒酔い運転 － － 3年以下 又は 50万円以下

運転者が
酒気帯び運転 － － 2年以下 又は 30万円以下

罰　金 懲　役 罰　金

改　正　後

和歌山地域の地場産品を一堂に展示し、地場産品

の良さを広くPRするとともに、異業種間の交流を深

め、地場産業の活性化に寄与することを目的に、和

歌山地場産フェアを開催します。入場無料。この機

会に伝統ある和歌山の地場産業を体験して下さい。

内　　容　・新製品・パネル等の展示

　　　　　・体験コーナー（保田紙の紙すき、漆器

　　　　　　蒔絵及び桐の小物作り）

　　　　　・実演コーナー（パイル織物の再織の実演）

　　　　　・地場産品即売会

日　　時　　平成19年11月24日（土）～25日（日）

　　　　　　10：00～17：00

会　　場　　和歌山地域地場産業振興センター

お問合せ先　　（財）和歌山地域地場産業振興センター

　　　　　　〒641-0012　和歌山市紀三井寺856番地

　　　　　　�073-447-3334（代） 担当/中村・川端

野外焼却（野焼き）の禁止
　家庭や事業所から排出さ
れる廃棄物を，ドラム缶，ブ
ロック等で作った囲い，地面
を掘った穴などで焼却する
こと（野焼き）は『廃棄物の処
理及び清掃に関する法律』で
禁止されています。
　野焼き行為は，煙，すす，悪
臭等により近隣住民に迷惑をかけるばかりでは
なく，ダイオキシン類などの有害物質を発生さ
せ，人の健康や生活環境への影響が懸念される
ほか，火災の原因ともなりますので，絶対に行わ
ないでください。
　廃棄物を焼却するには，処理基準を満たした
焼却設備を用いる場合など，一部の例外しか認
められておりません。
《罰則規定》
　5年以下の懲役若しくは1，000万円以下の罰
金又はこの併科（法人に対しては1億円以下の
加重罰が科せられます。）
＊お問い合わせは　本庁住民課489－5903・神
野支所住民福祉室495－3463まで

2007・11

苗については、接木後１年生、大きさは１２０～１５０ｃｍ程度。

申し込み期間は、１１月１日（木）～１１月２２日（木）。

詳しくは、紀美野町まちづくり推進協議会事務局（役場産業課内）まで。

　電話 ０７３－４８９－５９０１
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　これまで「町」が「病気の早期発見、早期治療のため」に実施していた基本健診から、「医療保険者」が「生活習
慣病予防のため」に行う特定健診に変わります。
　平成17年12月1日に示された「医療制度改革大綱」で、「平成27年度には糖尿病等の生活習慣病有病者、予備
軍を25％減少」の政策目標が掲げられました。
　これを踏まえ、生活習慣病予防の徹底を図るため、平成20年4月から「高齢者の医療の確保に関する法律」が
施行され、医療保険者に対して、糖尿病等の生活習慣病に関する「特定健診」および特定健診の結果により健康
の保持に努める必要がある方に対する「特定保健指導」の実施が義務づけされることになりました。
※医療保険者とは、健康保険証を発行している機関をいいます。

　肥満症、高血圧症、高脂血症などの生活習慣病が進行すると、心疾患、脳血管疾患、糖尿病、網膜症など生死に
関わる大きな病気に発展します。生活習慣病の共通要因である内臓脂肪症候群(メタボリックシンドローム)に
該当していないか、また予備軍ではないかを検査し、健康状態に応じた保健指導を行います。

1 生活習慣病を予防するため、内臓脂肪症候群(メタボリックシンドローム)に
着目した健診・保健指導を行います

　町が18歳以上の全町民を対象に実施していた健診から、40歳～74歳の方は医療保険者が特定健診を行いま
す。75歳以上の方は後期高齢者医療広域連合に努力義務が課せられている保健事業の一環として健診を実施
する方向で内容等の検討が進められています。
　国保加入者(被扶養者を含む)の方は、国保の医療保険者である町が特定健診を実施します。

2 健診の実施者が変わります

今まで基本健康診断 これから特定健康診査

健診でメタボリックシンドローム
および予備軍の人を見つけ、

保健指導による改善を目指します

病気の早期発見、早期治療

＊がん検診については、従来どおり町で実施します。
■お問い合わせ　本庁住民課 489-5903 ・ 保健福祉課 489-9960 ・ 神野支所住民福祉室 495-3463

スタート
あなたの
年齢は 医療保険者が健診を

実施します。保険証
を確認してください。

国保ですか？

40歳から74歳

75歳以上

はい 国保の医療保険者である町が特定健診・
特定保健指導を行います。

いいえ
保険証が社会保険、共済組合等国保以外
の場合、基本的に町の健診は受けられま
せん。それぞれの医療保険者が健診を実
施します。

広域連合で市町村への委託による
実施を含め現在検討中です。



　急速な少子高齢化や生活意識の変化など、医療制度を取り巻く環境は大きく変化しています。
このような中、国民皆保険を維持していくため、平成20年4月から、現在の老人保健制度に変わる
新しい高齢者の医療制度として、「後期高齢者医療制度」が始まります。

Q．「後期高齢者医療」とはどんな制度
なの？

A．　75歳以上の高齢者（後期高齢者）を対象と
した医療制度です。平成20年4月からは、現
行の「老人保健制度」が廃止され、新たに独
立した「後期高齢者医療制度」で医療を受け
ることになります。

　
Q．どんな人が対象者になるの？
A．　すべての75歳以上（一定の障害がある人は

65歳以上）の人が対象（被保険者）となりま
す。現在加入されている国民健康保険や被用
者保険（職域保険）を脱退し、「後期高齢者
医療制度」に加入することになります。

　　　また、この制度の運営は、県内すべての市
町村が加入する「和歌山県後期高齢者医療広
域連合」が行います。

■和歌山県後期高齢者医療広域連合ホームページ
へのリンク　http://kouiki-wakayama.jp/

Q．お医者さんにかかるときの自己負担
はどうなるの？

A．　これまでの老人保健医療制度で医療を受け
る場合と同じです。所得に応じて1割また
は、3割負担となります。　　

Q．保険料の負担はどうなるの？
A．　政令で定められる算定方法の基準にした

がって、広域連合の条例により定められま
す。また、加入者一人一人が保険料を納める
ことになり、今まで保険料を支払う必要がな
かった被用者保険（職域保険）の被扶養者も
保険料を負担することになります。
　原則として年金（年額18万円以上の人）か
ら天引きされ、それ以外の人は、町役場に納
めていただきます。保険料の算定方法は、国
民健康保険の算定方法を参考とし、人数に応
じた部分（応益割）と、所得に応じた部分
（応能割）とで設定されます。　

　
Q．受けられる給付はどうなるの？
A．　現在、老人保健医療制度で受けている同じ

内容の給付が受けられます。　
　
Q．保険証が変わると思いますが、いつ
頃届くの？

A．　新しい保険証は1人に1枚交付されます。平
成20年3月中には、お手元に届く予定です。
　　

Q．申請手続きや保険料の相談はどこで
すればいいの？

A．　保険料の徴収や各種申請・届出の受け付け、
保険証の引き渡しなどの窓口業務は市町村が
行います。

－お問い合わせ－
　本庁住民課　Tel　073-489-5903　　神野支所住民福祉室　Tel　073-495-3463

●小規模企業共済制度のご案内
　小規模企業共済制度は、個人事業主または会
社等の役員の方が事業をやめられたり退職さ
れた場合に、生活の安定や事業の再建を図るた
めの資金をあらかじめ準備しておく国がつ
くった共済制度で、いわば「小規模企業の経営
者のための退職金制度」といえます。
　この制度の特徴は、掛金は全額所得控除。受
け取る共済金も退職所得扱い又は公的年金等
の雑所得扱いとなります。
　詳しい内容のお問合せと加入申込みは、商工
会・商工会議所・青色申告会・金融機関の本支店
の窓口で取扱いしています。制度の運営は、独
立行政法人中小企業基盤整備機構が行ってい
ます。

（URL http://smrj.go.jp/kyosai/index.html）

●経営セーフティ共済（中小企業
　倒産防止共済制度）のご案内

　経営セーフティ共済は、取引先の突然の倒産
が原因で、経営悪化の危機に直面してしまった
ときに資金を借入れることができる制度で、中
小企業を守るために国がつくった共済制度。無
担保・無保証人で、積み立て掛金の10倍の範囲
内（最高３，２００万円）で被害額相当の共済金
が借入れ可能。毎月の掛金も税法上、必要経費
または損金に算入できます。
　詳しい内容のお問合せと加入申し込みは、商
工会・商工会議所・金融機関の本支店の窓口で
取扱いしています。制度の運営は、独立行政法
人中小企業基盤整備機構が行っています。

（URL http://smrj.go.jp/kyosai/index.html）
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10
月
12
日
、農
村
総
合
セ
ン
タ
ー

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
で
紀
美
野
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
第
２
回

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

大
会
が
開
か
れ
、各
地
区
選
抜
の
74

名
の
方
々
が
秋
晴
れ
の
も
と
ゲ
ー

ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
15
日
に
は
町
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
で
第
３
回
ペ
タ
ン
ク

大
会
が
開
か
れ
、
29
チ
ー
ム
87
名

の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
ず

８
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
予
選
が
行

わ
れ
、
そ
し
て
、
８
チ
ー
ム
が
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
競
い
合
い
ま
し

た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

大
会
（
数
字
は
ス
コ
ア
）

【
男
性
の
部
】

　

優
勝　

中
谷
尚
富（
福　

田
）
46

　

２
位　

明
賀
宏
文（
毛
原
宮
）
47

　

３
位　

前
田
繁
弘（
鎌　

滝
）
48

【
女
性
の
部
】

　

優
勝　

弓
庭
美
鶴（
毛
原
宮
）
50

　

２
位　

福
岡
規
子（
毛
原
中
）
50

　

３
位　

橘
本
陽
子（
毛
原
宮
）
51

ペ
タ
ン
ク
大
会

　

優　

勝　

有
ノ
木
Ｅ

　

準
優
勝　

有
ノ
木
Ｃ

　

３　

位　

有
ノ
木
Ａ

　

４　

位　

下
佐
々
Ｄ

　

去
る
10
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時

か
ら
、
晴
天
の
秋
空
の
下
、
真
国

区
民
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、

真
国
地
区
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
起
震
車
に
よ
る
地

震
体
験
訓
練
を
は
じ
め
、
消
火
器

使
用
訓
練
、
地
元
消
防
団
の
方
々

の
ご
指
導
の
も
と
消
火
栓
使
用
訓

練
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
災
害
に

対
す
る
心
構
え
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

各
自
主
防
災
組
織
で
防
災
訓
練

の
開
催
等
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
紀
美
野
町
役
場
防
災
課
【
４

８
９-

８
１
１
１
】
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

ゲートゴルフチャンピオン大会

ペタンク大会

消火栓を使って放水訓練する参加者
　

10
月
13
日
、（
社
）
海
南
青
年
会

議
所
（
前
田
克
仁
理
事
長
）
主
催

の
“
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
０
７
「
タ

ワ
シ
」
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
!!
”
が
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
海
南
市
・
紀
美
野
町
の
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
合
わ
せ
て
約

２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
伝
統
産
業
で

あ
る
“
タ
ワ
シ
”
づ
く
り
を
通
じ

て
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
開
か
れ
ま
し

た
。
ま
ず
、
児
童
の
皆
さ
ん
は
棕

櫚
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
い
た

後
、
木
の
温
も
り
広
場
で
11
班
に

別
れ
、
井
澤
武
二
さ
ん
（
吉
見
地

区
）
や
同
会
議
所
の
会
員
の
方
々

な
ど
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
機

械
を
使
っ
て
上
手
に
タ
ワ
シ
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。

最後に指導員の方が仕上げて完成
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健康・福祉
ガイド
健康・福祉
ガイド

健康・福祉
ガイド

○第一保育所　１１月　６日（火）・２０日（火）　�４８９－２１４４ 

○第二保育所　１１月１２日（月）・２６日（月）　�４８９－４９５３

○小川保育所　１１月　２日（金）・１６日（金）　�４８９－２４０５

○神野保育所　１１月　７日（水）・２１日（水）　�４９５－２０４９

○毛原保育所　１１月１４日（水）・２８日（水）　�４９９－０１３１

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

11月13日（火）　9：00～11：00
11月27日（火）　9：00～11：00

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　9：00～17：00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 11月13日（火）　9：00～11：00
11月27日（火）　9：00～11：00

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

11月13日（火）　10：00～11：00
11月27日（火）　10：00～11：00
※　予約制です。

検 便 11月13日（火）　9：00～11：00
11月27日（火）　9：00～11：00

こころの健康相談
心の健康上、不安をもつ方及び家族

※精神科医師が相談に応じます。

11月７日（水）　9：00～
11月15日（木）　13：30～
11月26日（月）　13：30～
※　予約制です。

○コアラ　　　１１月１３日（火）　９：３０～１１：３０　自然体験世代交流センター（お散歩）

○カンガルー　１１月２７日（火）　９：３０～１１：００　総合福祉センター（プレイルーム）

なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

毎 週 月 曜 日／午前9時～11時30分
　　　　　　　　　　午後2時～4時30分
第1・3・5週の木曜日／午前9時～11時30分

毎月　第2・4週の木曜日／午前9時30分～11時30分

鎌滝636（℡495－3127）

センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

7 2007・11



障がい者巡回相談のお知らせ障がい者巡回相談のお知らせ

対　象　者

精神障がいの方・家族の方

身体障がいや知的障がいの方・
家族の方

月　　日

11月６日（火）

11月21日（水）

場　　　所　・　時　　　間

神野支所　　　　　9時30分～正午
総合福祉センター　13時30分～16時

神野支所　　　　　9時30分～正午
総合福祉センター　13時30分～16時

予　　約　　先

野上厚生病院内相談支援事業者
電話489-2908

療育センターＡＯＩ
電話　483-0454

あおい

　指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　障がいのある人、その保護者、介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護の
ための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。
　なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

健康づくりコーナー 保健福祉課からのお知らせ

2007・11

　紀美野町で、下記にのせている不妊治療について、経済
的負担の軽減を図るために、治療費の一部を助成する制
度が始まります。
○対象となる方
不妊に悩む夫婦のうち、次の要件をすべて満たしている方。
　①法律上の婚姻をしている夫婦で、夫又は妻のどちら

かが和歌山県内に1年以上住民登録していること。
　②各種医療保険に加入されていること。
　③夫婦の前年所得の合計額が650万円未満であること。
○対象治療
　①医療保険各法に規定する療養の給付が適用となる不

妊治療（タイミング療法、手術治療など）

　②医療保険適用外の不妊治療のうち、体外受精及び顕
微鏡受精を除く治療（人工授精など）

　③治療の一環として行われる検査及び治療開始前に不
妊原因を調べるための検査

○助成額
1年度につき、上限3万円まで（対象になる期間は、連続
する2年度です）

　☆詳細は、ホームページに載せています。
　☆お問い合わせ・申請先
　　紀美野町役場　保健福祉課　電話073-489-9960
　　　　　　　　　　　　　　　（総合福祉センター内）
　　神 野 支 所　住民・福祉室　電話073-495-3464

　紀美野町で、第三子以上を生み育てようとする世帯の経
済的負担を軽減するため、その世帯の第三子以降に係る妊
婦健康診査に要する費用を助成する制度が始まります。
○対象となる方
和歌山県内に1年以上住民登録している方で、母子手帳
の交付を受けた際に同一の世帯において第三子（18歳
に達する日以後の最初の4月1日を迎えた子、婚姻した
子を除く）　以降となる子を妊娠している妊婦さん（所

得制限はありません）
○助成額　　上限81,000円まで
　☆詳細は、ホームページに載せています。
　☆お問い合わせ・申請先
　　紀美野町役場　保健福祉課　電話073-489-9960
　　　　　　　　　　　　　　　（総合福祉センター内）
　　神 野 支 所　住民・福祉室　電話073-495-3464

　紀美野町では、全国的にも展開されている8020運動
（80歳になっても自分の歯を20本以上残そう！という運
動）を実施しています。
　8020達成者は“健康で元気”と言われていますので、そ
んな方々が増えると、紀美野町はより一層元気な町にな
りますね。
　そこで今回、右記に該当する方に、歯科優良者表彰を行
いますので、歯に自信のある方は、ぜひお申し込み下さい。

＜対象＞80歳以上（平成19年12月1日現在）で、自分の歯
が20本以上残っている方で、歯に自信のある方。

＜申し込み方法＞11月22日（木）までに、下記へ電話にて
お申し込み下さい。

※お申し込みいただいた方には、表彰審査のため、事前に
調査させていただくことがあります。ご了承下さい。
～お申し込み・お問合せはこちらへ～
　　紀美野町役場　保健福祉課　電話073-489-9960
　　　　　　　　　住民・福祉室　電話073-495-3464

　紀美野町では平成19年4月1日から、小学6年生の児童
まで医療費助成対象者を拡大しました。
　小学生のお子様には受給者証を交付していませんので、
医療機関窓口で立替払いをしていただき、下記の必要なも
のをお持ちになり払戻しの手続きにお越しください。
払戻しに必要なもの
　○お子様の氏名が記載された健康保険証
　○医療機関発行の領収書（受診者名、診療年月日、保険

総点数、領収金額、領収印、医療機関名が明記されて
いるもの　＊レシートは不可）

　○認印
　○振込口座の確認できるもの（＊郵便口座は不可）
※ひとり親家庭医療、重度心身障害児医療、スポーツ振興
センター等、他の公費より医療費が助成される場合は
対象外となります。
※医療費を支払った日から起算して1年以内に申請しな
いと払戻しができなくなりますのでご注意ください
お問い合わせ先　住民課医療助成係　489-5903
　　　　　　　　神野支所住民福祉室　495-3463

ハチマルニイマル



臨時職員募集

　紀美野町では、下記要領で臨時職員採用試験を実施いたします。

募集職種と人員　　　臨時職員（道路維持管理作業員）　　１名

業　務　内　容　　　道路の維持管理及びショベルローダー、ダンプトラック等の運転及び保守管理

勤　務　場　所　　　紀美野町役場神野支所（旧美里区域の道路）

賃　　　　　金　　　日額　11,000円

受　験　資　格　　　大型特殊免許所有者で健康で温厚な６５歳未満（平成18年４月１日現在）の者で

大型特殊車両の運転経験のある者

採 用 試 験 日　　　平成18年５月21日（日）

申込書の入手方法　　（１）郵送による場合

　　　　　　　　　　　　　封筒の表に「臨時職員採用試験要綱請求」と朱書し、120円切手を貼った

あて先明記の返信用封筒（角型2号、縦33ｃｍ、横34ｃｍ）を必ず同封して、紀美野町役場総務課あて

請求してください。

あて先　〒640－1192和歌山県海草郡紀美野町動木287番地　紀美野町役場総務課　

　　　　　　　　　　（２）直接取りに来られる場合

　　　　　　　　　　　　　紀美野町役場（本庁）総務課及び

　紀美野町役場神野支所総務室で配布します。

採 用 予 定 日　　　平成18年６月

申    込    み　　　平成18年５月１日（月）から平成18年５月15日

（月）までに申込書に履歴書を添えて、役場総務課へ提出して下さい。（その他の詳細については、�

　073－489－5912　紀美野町総務課までお問合せ下さい。）

　

国
民
健
康
保
険
税
及
び
介
護
保

険
料
（
普
通
徴
収
分
）
の
第
3
期

分
の
納
期
限
は
11
月
30
日
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
お
忘
れ
の
な
い
よ

う
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
に
は
、
便
利
で
安
全
、
確
実

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課

（
℡
4
8
9
｜
5
9
0
5
）
へ

　

使
用
期
間
の
長
い
家
電
製
品
に

よ
る
火
災
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
使
用
期
間
の
長
い
家
電
製
品

を
使
用
す
る
と
き
は
、
必
ず
点
検

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

雨
山
の
郷
で
手
づ
く
り
ま
つ
り

は
、
施
設
閉
鎖
に
つ
き
、
一
応
の
幕

引
き
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
（
雨
山
の
郷
で
手
づ
く

り
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）

スピーディーな融資！
【一日　国民生活金融公庫】開催!!

　国民年金保険料は、納めた保険料の全額が社会保

険料控除の対象となり、税金の負担が軽減されま

す。年末調整や確定申告の際に、社会保険料控除の

適用を受けるためには、保険料を納めたことを証明

する書類を添付することが義務付けられています。

　11月上旬に社会保険庁から、社会保険料（国民年

金保険料）控除証明書が送付されますので、申告を

行うまで大切に保管してください。

　平成19年1月1日から平成19年10月1日までの間に

納付された金額について証明しております。（平成19

年10月2日から年末までの間に、その年初めて保険料

を納付された方には、平成20年2月に送付されます。）

　社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が11月

上旬に届かない・見当たらない場合は、下記にご連

絡いただくことで交付することができます。

◎控除証明書専用ダイヤル  0570-00-9911
（平成19年11月1日から平成20年3月14日まで、平

日午前9時～午後5時まで）

なお、納付書により納めていただいている場合は、

領収書が必要になることもあります。大切に保管し

てください。

国民年金に関するお問い合わせ先

   住民課　℡489-5903　 住民福祉室　℡495-3463

　紀美野町商工会では、国民生活金融公庫和歌山支店と共
催で、小規模事業者を対象に、下記のとおり“一日国民生
活金融公庫”を開催いたします。
　当日は、国民生活金融公庫和歌山支店長をはじめ融資担
当の職員が、紀美野町まで出向して、公庫業務を行います
ので、通常の申込みよりも早く融資ができます。
ご希望の方は、この機会にお申し込み下さい。また、相談
だけでもお受けします。
日　時　：　平成19年11月21日（水）　10時～15時
会　場　：　紀美野町商工会館本所　2階　会議室
相談員　：　国民生活金融公庫和歌山支店　担当者

＊　主な融資制度　＊

★申込方法
申込ご希望の方は、11月16日（金）までに紀美野町商工
会（本所・支所）へお申し込み下さい。
TELまたはFAXも可
（本所：TEL　489-3260・FAX　489-5627）
（支所：TEL　495-2188・FAX　495-3202）
融資のお申し込みを希望される方については、受付後、借
入申込書を配布いたします。
来所いただくか、ご希望により貴事業所を訪問させていた
だきます。

9

　本年11月に「平成19年全国物価統計調査」が実施

されます。

　この調査は、消費者が購入する主な商品の販売価

格やサービスの料金などを調査し、物価政策を始め

各種の行政施策を立案する際の重要な資料を得るこ

とを目的として行われる国の重要な統計調査です。

　調査は、全国で約13万の小売店舗と約4万の飲食

店・サービス事業所等を対象とします。

　調査にご協力くださるようお願いします。

　お問い合わせ先：紀美野町役場　企画管財課

　　　　　　　　　TEL073-489-5913（直通）

　旧軍人等で恩給等を受けていない恩給欠格者、戦

後、ソ連やモンゴルに強制抑留された者、終戦に伴

い本邦以外の地域から引揚げられてこられた者の

「ご本人」に、あらためて慰藉の念を表すため、内

閣総理大臣名の『特別慰労品』を贈呈しています。

　過去に内閣総理大臣名の書状等を受けた方、書状

等の請求をしなかった方も対象です。

１　請求書は、総合福祉センター内　保健福祉課

　　神野支所内　住民福祉室　に置いてあります。

２　請求期限は、平成19年4月1日から平成21年3月

31日までです。

３　資格要件などのお問い合わせは、次の独立行政

法人平和祈念事業特別基金まで

　無料電話：0120-234-933

（月～金、9:15～17:15、土日休）

　ホームページ：http://www.heiwa.go.jp

� 国の事業ローン
� （普通貸付）�

新企業育成貸付� 国の教育ローン

融 資 額� 4,800万円以内� 7,200万円以内� 200万円以内

返済期間�運転　５年以内� 運転　５年以内
� 設備１０年以内� 設備１５年以内� １０年以内

利　　率� 2.4％� 1.4％� 2.5％
� （9月25日現在）�（9月25日現在）�（9月25日現在）

（注）＊利率は金融情勢により変動いたしますので、お借入金利（固定）は、記載され
ている利率とは異なる場合がございます。

　　＊お使いみちや保証人等に応じて異なる利率が適用されることがあります。
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生
涯
学
習
情
報

■
展
示
会

十
一
月
三
日（
土
）・
四
日（
日
）

午
前
九
時
〜
午
後
六
時

十
一
月
五
日（
月
）

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

中
央
公
民
館

絵
画
・
生
花
・
書
・
写
真
・
手
芸　

他

文
化
セ
ン
タ
ー

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
作
品

■
児
童
生
徒
発
表（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

十
一
月
三
日（
土
）

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

■
芸
能
大
会（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

十
一
月
四
日（
日
）

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

■
茶
席（
中
央
公
民
館
）

十
一
月
三
日（
土
）〜
五
日（
月
）

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

■
読
み
聞
か
せ（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

十
一
月
三
日（
土
）

午
後
一
時
〜
午
後
二
時

■
昼
間
の
天
体
観
測（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

十
一
月
三
日（
土
）〜
五
日（
月
）

午
前
九
時
〜
午
後
六
時

（
五
日
は
午
後
一
時
ま
で
）

内
容
は
、
昼
間
の
天
体
観
測
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

・
小
型
望
遠
鏡
で
昼
間
の
星
を
観

望・
電
波
望
遠
鏡
で
天
の
川
の
電
波

を
受
信
！

　
　

山　
　

彦　
　
　

第
29
号

　

「
紅
葉
狩
り
」

　

夏
が
居
座
っ
た
た
め
、
彼
岸
を
過

ぎ
て
よ
う
や
く
彼
岸
花
が
田
ん
ぼ
の

あ
ぜ
を
彩
っ
て
い
た
こ
の
秋
。
十
一

月
に
入
り
、
紅
葉
が
待
ち
遠
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
が
、
紅
葉
前
線
は

紀
美
野
の
里
ま
で
南
下
し
て
き
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
普
段
一

口
で
紅
葉
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
カ

エ
デ
な
ど
葉
が
秋
に
赤
く
な
る
こ
と

を
「
紅
葉
」
、
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
、
葉
が
黄

色
に
染
ま
る
こ
と
を
「
黄
葉
」
、
ク
ヌ

ギ
な
ど
葉
が
褐
色
に
な
る
こ
と
を

「
褐
葉
」
と
い
い
、
こ
れ
ら
の
現
象
を

広
い
意
味
で
紅
葉
と
い
う
そ
う
で

す
。
奈
良
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
万
葉

集
で
は
紅
葉
に
関
す
る
歌
が
た
く
さ

ん
詠
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で

「
紅
葉
」
と
言
う
言
葉
が
出
て
く
る
の

は
た
っ
た
一
首
、
大
陸
文
化
の
影
響

か
「
黄
葉
」
が
八
十
首
以
上
も
使
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
時
が
下
っ
て
平

安
時
代
に
は
日
本
的
な
感
性
が
花
開

い
た
か
ら
か
「
紅
葉
」
が
一
般
的
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

豆
知
識
を
頭
に
入
れ
て
紅
葉
狩
り
を

す
る
と
、
例
年
と
は
違
っ
た
風
景
が

み
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

2007・11

十
一
月
十
七
日（
土
）

　
　
　

午
前
九
時
三
十
分
〜

午
後
九
時
三
十
分

十
一
月
十
八
日（
日
）

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

■
展
示

リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、
手

編
み
、
絵
手
紙
、
ち
ぎ
り
絵
、
パ

ソ
コ
ン
、
毛
筆
、
生
け
花
、
保
育

所
、小
学
校
生
徒
作
品　

他

■
サ
ー
ク
ル
発
表

茶
席
、
ナ
ツ
メ
ロ
、
料
理
、
人
形

劇　

他

　

今
年
よ
り
和
歌
山
放
送
と
協
力

し
て
開
催
し
ま
す
。

12
月
９
日（
日
）午
前
９
時
〜

　
　
　
　
　
　
　

（
雨
天
決
行
）

ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
参
加
資
格　

中
学
生
以
上

■
競
技
方
法　

36
Ｈ
プ
レ
ー

■
人
数　

２
４
０
人（
先
着
順
）

■
参
加
費　

一
人
２
０
０
０
円

■
申
込
み　

11
月
22
日
（
月
）
ま
で

に
、
参
加
費
を
添
え
て
中
央
公

民
館
内
大
会
事
務
局
へ

■
主
催　

和
歌
山
放
送
事
業
セ
ン

タ
ー
・
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
・

野
上
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

11
月
23
日（
祝
）午
後
１
時
30
分

海
南
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

紀
美
野
町
児
童
合
唱
団
が
出
演

し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ

い
。

来
年
１
月
に
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
１
月
号
で
。
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■
中
央
公
民
館

７
日　

あ
そ
び
の
広
場　

リ
ズ
ム

体
操
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
他

14
日　

頭
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

21
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ　

　
　
　

（
野
い
ち
ご
の
会
）

28
日　

お
話
折
り
紙
づ
く
り

■
文
化
セ
ン
タ
ー

７
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　

（
ほ
た
る
）

14
日　

頭
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

21
日　

あ
そ
び
の
広
場
・
ダ
ー

ツ
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
他

28
日　

お
話
折
り
紙
づ
く
り

■
小
川
地
区
公
民
館

17
日　

午
前
10
時　

絵
本
の
読
み

聞
か
せ
と
人
形
劇
（
ひ
ま

わ
り
）

に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

4
8
9
・
5
9
0
9
）

■
講　

師　

田
伏
利
夫
さ
ん

■
参
加
費　

2
0
0
円

■
申
込
み　

11
月
13
日
（
火
）
ま
で

11
月
10
日（
土
）午
前
9
時
〜

中
央
公
民
館
2
階
和
室

■
参
加
者　

ど
な
た
で
も
（
プ
ロ

は
除
く
）

■
参
加
費　

囲
碁
の
部
1
5
0
0

円　

将
棋
の
部
1
0
0
0
円
（
い

ず
れ
も
昼
食
費
含
む
）

■
賞　

優
勝　

準
優
勝　

3
位　

飛
び
賞　

参
加
賞

■
申
込
み　

11
月
7
日
（
水
）
ま
で

に
中
央
公
民
館
へ

■
主
催　

紀
美
野
町
文
化
協
会
囲

碁
部
・
将
棋
部

■
人
権
を
考
え
る
強
調
月
間
（
11

月
11
日
〜
12
月
10
日
）

■
同
和
運
動
推
進
月
間
（
11
月
1

日
〜
30
日
）

■
人
権
週
間（
12
月
4
日
〜
10
日
）

「
人
権
」
と
は
、
誰
も
が
持
っ
て

い
る
権
利
で
す
。
自
ら
の
権
利
を

知
り
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
の
問

題
に
と
ど
め
ず
、
社
会
に
広
め
共

通
の
課
題
と
し
て
多
く
の
人
と
協

力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
本
町
で
は
、
11
月
を

中
心
に
各
地
域
で
人
権
学
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
偏
見
や
差
別
を

取
り
除
き
、
理
解
し
合
い
、
地
域
が

よ
り
住
み
良
く
な
る
よ
う
皆
様
方

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

28
年
間
う
ど
ん
専
門
店
「
つ
く

し
」
を
経
営
し
た
主
人
が
、
だ
し

の
取
り
方
や
味
付
け
に
つ
い
て
詳

し
く
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。

11
月
24
日（
土
）

　
　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

中
央
公
民
館
調
理
室

■
募
集
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

一
人
3
5
0
0
円

（
含　

材
料
費
、
お
持
ち
帰
り
材

料
、テ
キ
ス
ト
代
）

■
講
師　

井
戸
昭
先
生
（
元
う
ど

ん
店
・
つ
く
し
や
主
人
）

■
持
物　

筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・

タ
オ
ル

■
申
込
み　

和
歌
山
放
送
事
業
セ

ン
タ
ー
（
電
話
4
2
8
・

1
4
3
1
）

■
主
催　

和
歌
山
放
送
事
業
セ
ン

タ
ー

■
後
援　

紀
美
野
町
教
育
委
員
会

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

11
月
7
日（
水
）

　

午
後
2
時
30
分
〜　

1
時
間

　

（「
ほ
た
る
」の
皆
さ
ん
）

■
中
央
公
民
館

　

11
月
21
日（
水
）

　

午
後
2
時
30
分
〜　

1
時
間

　

（「
野
い
ち
ご
の
会
」の
皆
さ
ん
）

【
百　

冊
】

　

小
川
和
麿（
3
歳
）

　

住
田
詩
音（
下
小
1
年
）

【
二
百
冊
】

　

幡
司
め
い（
3
歳
）

　

松
本
紗
也
加（
神
野
保
育
所
）

　

森
谷
澄
花（
下
小
1
年
）

　

中
前
賢
人（
下
小
2
年
）

　

井
戸
向
麻
佑（
下
小
4
年
）

【
四
百
冊
】

　

小
川
矩
暉（
野
中
1
年
）

　

中
央
公
民
館

■「
ま
ぼ
ろ
し
ハ
ワ
イ
」

　
　
　
　

よ
し
も
と
ば
な
な
･

著

■「
小
袖
日
記
」柴
田
よ
し
き
･

著

■「
一
瞬
で
い
い
」　

唯
川
惠
・
著

■「
大
切
な
人
へ
」

　
　
　
　
　
　

瀬
戸
内
寂
聴
・
著

■「
小
さ
な
犬
」　

町
田
尚
子
・
著

■「
お
い
し
い
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の

　

こ
わ
い
話
」

　

エ
リ
ッ
ク
・
シ
ュ
ロ
ー
サ
ー
･

著　

他

　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
「
月
花
の
旅
人
」 

中
上
紀
・
著

■
「
リ
バ
ー
ス
」　

石
田
衣
良
・
著

■
「
追
伸
」　
　
　

真
保
裕
一
・
著

■「
大
人
に
な
る
た
め
の

　
　

社
会
科
入
門
」乙
武
洋
匡
・
著

■「
く
る
り
ん
ほ
し
に
ね
が
い
を
」

　
　
　
　

と
り
ご
え
ま
り
文
･

絵

■「
ま
じ
ょ
ま
つ
り
に
い
こ
う
」

　
　
　

せ
な
け
い
こ
作
・
絵　

他

｜

文
化
祭
期
間
中
の
図
書
室
の

　

開
館
に
つ
い
て
｜

■
中
央
公
民
館

　

3
日　
　
　

特
別
開
館

　

4
・
5
日　

通
常
ど
お
り
開
館

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

3
・
4
日　

通
常
ど
お
り
開
館

　

5
日　
　
　

休
館
日

｜

人
権
コ
ー
ナ
ー
設
置
｜

　

紀
美
野
町
人
権
委
員
会
よ
り
人

権
に
関
す
る
本
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
11
月
中
旬
よ
り
、

中
央
公
民
館
図
書
室
に
て
特
集

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

中
央
公
民
館
（
保
育
室
）・
文
化

セ
ン
タ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）
で
、
月
曜

〜
金
曜
（
午
後
２
時
〜
５
時
）
の
放

課
後
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
！

「
か
ず
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
」

11
月
17
日（
土
）

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

2007・11
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■

ク

ロ

ス

カ

ン

ト

リ

ー

《
1
5
0
0
m
》
親
子
ペ
ア
の
部

小
学
1
年
〜
3
年　

《
２
０
０

０
m
》
小
学
4
年
〜
6
年　

《
３

０
０
０
m
》
中
学　

高
校
一
般
、

50
歳
以
上

■
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
ク
ォ
ー
タ
ー

マ
ラ
ソ
ン
10
・
55
㎞
）
高
校
〜
29

歳　

30
歳
〜
49
歳　

50
歳
以
上

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
8
㎞

■

参

加

費　

小

中

高

校

生

1
0
0
0
円
一
般
・
親
子
ペ
ア

2
5
0
0
円
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

3
0
0
円

■
申
込
み
期
間　

11
月
16
日
（
金
）

ま
で

■
主
催　

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ

ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
・
紀
美

野
町
・
紀
美
野
町
教
育
委
員
会

■
問
合
せ
先　

中
央
公
民
館

11
月
23
日（
祝
）午
前
8
時
30
分
〜

農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
G
G
場

■
募
集
人
数　

3
0
0
名
程
度

■
参
加
費　

5
0
0
円（
弁
当
付
）

※
県
協
会
未
加
入
の
方
は
別
途

5
0
0
円
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
申
込
み
期
間　

11
月
9
日
（
金
）

ま
で

■
申
し
込
み
・
問
合
せ
先　

和
歌

山
県
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
協
会
事
務

局（
学
事
・
生
涯
学
習
室
へ
）

丹
生
神
社
の
イ
チ
ョ
ウ
（
雌
株
）

所
在
地　

紀
美
野
町
長
谷
宮

県
指
定　

昭
和
53
年
8
月
18
日

　

丹
生
神
社
に
大
銀
杏
一
株
（
雌

株
）
が
あ
り
ま
す
。
胸
高
幹
囲
5.5

メ
ー
ト
ル
、
樹
高
約
22
メ
ー
ト
ル

の
巨
大
な
も
の
で
、
地
上
約
10

メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
数
本
の
幹

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

は
、
以
前
県
下
一
と
い
わ
れ
る
大

杉
が
あ
り
ま
し
た
が
、
九
年
前
の

台
風
に
よ
り
倒
木
し
、
他
の
杉
も

安
全
を
考
慮
し
伐
採
さ
れ
、
現
在

で
は
大
銀
杏
だ
け
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。

10
月
号
の
読
み
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

白
毫
水
晶
嵌
入
↓
び
ゃ
く
ご
う
す

い
し
ょ
う
か
ん
に
ゅ
う　
　

肉
髻
珠
欠
失
↓
に
く
け
い
じ
ゅ

け
っ
し
つ

い
か
な
る
境
遇
で
も
「
私
に
何

が
で
き
る
か
」
を
考
え
よ
う
と
･
･
･

地
球
を
巡
る
旅
の
先
々
で
語
り
か

け
ら
れ
た
神
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

《
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

九
州
大
学
医
学
部
中
退
後
、
新

聞
記
者
、
雑
誌
記
者
を
経
て
独

立
。　

取
材
国
は
50
数
カ
国
に

及
ぶ
。
代
表
作
に
『
安
岡
正
篤
の

世
界
』（
同
文
館
）『
人
は
何
に

よ
っ
て
輝
く
の
か
』（
P
H
P
研

究
所
）な
ど

■
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す（
入
場
料
無
料
）

■
主
催　

美
里
中
学
校
育
友
会
・

美
里
中
学
校
（
問
合
せ
4
9
5
・

2
0
1
6
）

■
後
援　

紀
美
野
町
教
育
委
員
会

講
師　

神
渡
良
平
氏

11
月
22
日（
木
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

美
里
中
学
校
体
育
館

「
人
は
何
に
よ
っ
て
輝
く
の
か
」

　

10
月
8
日
（
祝
）
農
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い

に
く
の
雨
天
の
た
め
、
ゲ
ー
ト
ゴ

ル
フ
競
技
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

に
は
約
80
名
の
参
加
が
あ
り
、
大

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
で
は
平
成
19
年
度

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
も
お
こ

な
わ
れ
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
賞

・
阿
武
美
代
子
さ
ん　

マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
和
歌

山
P
r
e
t
t
y
」
に
所
属
。
第

18
回
全
国
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
い
そ
じ
大
会
優
勝

■
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

・
井
岡
義
成
さ
ん　

サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
「
岩
出
F
C
ア
ズ
ー
ル
」

に
所
属
。
第
11
回
和
歌
山
県
ク

ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
大
会
新

人
戦
大
会
、
第
14
回
和
歌
山
県

ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
優
勝

■
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

・
中
野
尻
祥
さ
ん　

「
の
か
み
ア

ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
に
所
属
。
平

成
19
年
度
和
歌
山
県
小
学
生
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
兼
第
23
回

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大

会
和
歌
山
県
予
選
６
年
生
男
子

1
0
0
m
の
部
優
勝

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

・
北
山
時
子
さ
ん　

「
野
上
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
」
に
所
属
。
長

年
に
わ
た
り
、
会
員
の
模
範
と

し
て
取
り
組
ま
れ
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
普
及
・
振
興
に
大
き
く
寄

与
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
も

世
代
間
交
流
を
図
る
た
め
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
活
発
な
指
導
を

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
会
結
果

■
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

【
優　

勝
】

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ツ
A
（
中
畑
秀

行
・
下
垣
内
真
司
・
下
垣
内
亜
紀

子
・
中
畑
充
代
・
的
場
佐
夜
子
）

【
準
優
勝
】

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ツ
B
（
野
上
将

一
・
瀬
妙
子
・
桑
原
美
季
・
八
畑

千
春
・
後
藤
紀
彦
）

12
月
16
日（
日
）午
前
９
時
開
会
式

ふ
れ
あ
い
公
園
、

　
　
　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
周
辺

2007・11
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歌

の

小

道

隠
し
田
に
稗
の
多
く
て
豊
の
秋�

湯
上
ひ
と
み

古
民
家
の
煙
返
し
や
ち
ち
ろ
鳴
く�

池
上
幸
子

夜
泣
き
子
を
抱
き
て
立
つ
庭
虫
す
だ
く�

今
野
昭
子

一
夜
に
て
蕾
立
ち
上
げ
彼
岸
花�

手
拝
て
る
代

亡
き
父
の
落
し
噺
や
夜
半
の
秋�

三
角
裕
美

お
ほ
か
た
は
路
地
に
零
れ
て
花
芙
蓉�

鈴
木
惇
子

居
待
月
古
傷
に
湯
を
す
べ
ら
せ
て�

阪
口
早
苗

秋
風
や
ダ
ム
湖
の
底
に
棚
田
見
ゆ�

東
せ
つ
子

大
根
蒔
く
土
竜
の
掘
り
し
穴
を
埋
め�

口
井
重
信

孫
笑
顔
き
っ
と
幸
せ
つ
い
て
く
る�

田
渕
竜
男

病
院
の
玄
関
に　

鳴
る
救
急
車

　
　
　
　
　
　
　
　

警
笛
き
び
し
く
篠
つ
く
雨
に�

笹
田
美
代
子

朝
ま
だ
き
歩
む
片
辺
の
酔
芙
蓉

　
　
　
　
　
　
　
　

闇
に
浮
か
び
て
灯
り
の
如
し�

今
出
瑞
子

無
縁
塚
の
尺
に
も
満
た
ぬ
石
仏
の

　
　
　
　
　
　
　
　

横
顔
髪
を
ふ
っ
く
り
と
結
ふ�

貝
野
千
鶴
子

暑
し
あ
つ
し
と
言
ひ
し
が
一
夏
ゆ
か
む
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　

夕
顔
の
花
咲
く
が
す
く
な
し�

角
谷
と
し
み

浜
名
湖
の
鏡
の
様
な
水
面
に

　
　
　
　
　
　
　
　

舟
引
く
水
に
夕
陽
ま
ぶ
し
も�

黒
西
葉
子

孫
の
婚
整
い
し
今
わ
が
老
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
娘
の
幸
せ
祈
る
の
み
な
り�

椎
山
初
子

布
袋
草
水
に
放
て
ば
帆
か
け
舟

　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
ら
と
夢
を
運
ぶ
よ�

上
中
前
澄
子

沈
み
ゆ
く
真
赤
な
夕
日
朝
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　

猛
暑
な
る
ら
し
熱
帯
夜
な
り�

中
道
と
し
み

猛
暑
日
が
続
き
萎
え
た
る
万
物
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　

先
が
見
え
た
よ
法
師
蝉
鳴
く�

下
垣
内
伊
津
子

〜
今
回
は
友
の
会
の
皆
さ
ん
の
主

催
で
し
た
の
で
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。〜

　

み
な
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。
は
ぎ
や
す

す
き
だ
け
で
な
く
、
竹
で
飾
り
も

作
っ
て
い
た
だ
き
、
幻
想
的
な
場

を
作
り
上
げ
る
の
に
す
ご
く
役
立

ち
ま
し
た
。
月
の
光
が
い
っ
ぱ
い

あ
っ
て
、
そ
れ
が
す
ご
く
自
然
に

溶
け
込
ん
で
い
ま
し
た
。　
　

　

最
後
の
座
談
会
で
も
、
い
ろ
い

ろ
語
っ
て
い
た
だ
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。
地
域
で
行
事
を
し
て

も
「
そ
の
い
わ
れ
（
意
味
）
を
考
え

る
」
と
い
う
こ
と
を
な
か
な
か
し

な
い
で
す
よ
ね
。
み
ん
な
で
い
っ

し
ょ
に
話
す
場
を
作
っ
た
、
そ
こ

ら
へ
ん
が
よ
か
っ
た
か
な
っ
て
。

予
定
時
間
を
過
ぎ
て
も
、
話
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。
何
よ
り
も
、
ひ
と

つ
の
こ
と
を
す
る
と
き
に
み
ん
な

が
集
ま
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
で
き
る
こ
と
を
し
て
、
協
力
し

て
作
り
上
げ
る
っ
て
こ
と
が
こ
の

友
の
会
で
で
き
ま
し
た
。
毎
年

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
け
る

の
か
な
っ
て
、楽
し
み
で
す
。

　

写
真
は
座
談
会
の
ひ
と
こ
ま
。

　

野
上
小
学
校
の
5
年
生
は
、
毎

年
、
動
木
の
山
本
さ
ん
の
田
ん
ぼ

で
田
植
え
と
稲
刈
り
の
体
験
学
習

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

9
月
27
日
に
、
な
が
み
ね
農
協

の
お
世
話
で
、
稲
刈
り
を
し
ま
し

た
。
は
じ
め
、
山
本
さ
ん
か
ら
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た

ち
は
三
つ
の
班
に
分
か
れ
て
「
稲

を
刈
る
」
「
束
ね
る
」
「
さ
が
り

に
干
す
」
と
い
う
作
業
を
行
い
ま

す
。
は
じ
め
、
こ
わ
ご
わ
田
ん
ぼ

に
入
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、

刈
り
始
め
る
と
、
み
ん
な
夢
中
で

作
業
を
し
ま
し
た
。

　

後
で
子
ど
も
た
ち
の
感
想
を
見

る
と
、「
稲
刈
り
は
お
も
し
ろ
か
っ

た
」「
ま
た
や
り
た
い
」「
こ
の
お
米

で
お
も
ち
を
つ
い
て
食
べ
た
い
」

「
昔
の
人
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
ん

だ
な
」「
ト
カ
ゲ
や
カ
エ
ル
を
見
つ

け
た
よ
」「
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ

さ
ん
だ
け
で
作
業
す
る
の
は
た
い

へ
ん
だ
ろ
う
な
」等
様
々
で
し
た
。

　

収
穫
の
よ
ろ
こ
び
と
、
食
べ
物

を
作
る
苦
労
、
そ
し
て
、
食
べ
物

を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
学
ん
だ
一
日
で
し
た
。

か　

ど

し
の

か
た

え

す
い

ふ

よ
う

あ
か

こ

ほ

て
い
そ
う

あ
し
た

2007・11
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消

防

だ

よ

り

消

防

だ

よ

り

消

防

だ

よ

り

●火災発生件数‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0件
【事故別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 　 　 病

一 般 負 傷

交 通 事 故

そ の 他

合 　 計

33（ ３ ）

６（ １ ）

４（ 　 ）

８（ １ ）

51（ ５ ）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

33（ ３ ）

６（ １ ）

４（ 　 ）

８（ １ ）

51（ ５ ）

※（　　　）内については、ドクターヘリ要請

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先　

消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡
０
７
３-

４
８
９-

６
３
０
２
）

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
12
月
2
日（
日
）

皆
さ
ん
の
住
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
必
要
で
す
！

11
月
9
日
は

【
1
1
9
番
の
日
】
で
す

　

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時

季
を
迎
え
、
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
全
国
一
斉
に
11
月
9
日
（
金
）
か

ら
11
月
15
日
（
木
）
ま
で
の
7
日
間

に
わ
た
り
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
住
宅
防
火
対
策
は
万

全
で
す
か
…
こ
の
機
会
に
、
と
も

す
れ
ば
忘
れ
が
ち
と
な
る
「
火
」

に
対
す
る
警
火
心
の
高
揚
を
図

り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

平
成
19
年
秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

救
急
医
療
週
間
行
事
報
告

　

去
る
9
月
9
日
か
ら
9
月
15
日

ま
で
の
救
急
医
療
週
間
に
ち
な
ん

で
町
民
の
み
な
さ
ま
の
救
急
医
療

業
務
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
る
と
共
に
救
急
医
療
関

係
者
及
び
職
員
の
士
気
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
の
行

事
を
実
施
し
ま
し
た
。

2007・11

9月12日（水）�一日救急隊長
（野上厚生病院 内科 洞尾看護師）

9月11日（火）�街頭啓発
（オークワ紀美野店前）

9月28日（金）�ドクターカー運用
（野上厚生病院 整形外科 中谷医師）

10月2日（火）�ドクターカー運用
（野上厚生病院 内科 糸永医師）

9月21日（金）�ドクターカー運用
（野上厚生病院 外科 東郷医師）

サイレン吹鳴についてサイレン吹鳴について

　本年も秋季火災予防運動実施に伴い、下記
のとおりサイレン吹鳴を行いますので、火災
等とお間違えのないようにお願いします。
１．吹鳴日時　11月9日（金）　午前7時00分
２．吹鳴方法　一斉（1分間）
　尚、海南市内においても11月9日から11月15
日までの毎晩午後9時にサイレン吹鳴を行いま
すので、火災等と間違えないでください。

■
な
ぜ
必
要
と
な
っ
た
の
？

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
、
建

物
火
災
に
よ
る
死
者
全
体
の
約
9

割
を
占
め
、
そ
の
約
6
割
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
で
亡
く

な
っ
た
方
の
約
7
割
が
「
逃
げ
遅

れ
」
で
、
よ
り
早
く
火
災
の
発
生

を
知
っ
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
方
も

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
消

防
法
及
び
市
町
村
条
例
を
改
正
し

全
国
一
律
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

■
い
つ
か
ら
設
置
す
る
の
？

　

新
築
住
宅
は
、
平
成
18
年
6
月

1
日
か
ら
設
置
が
必
要
で
す
。

　

既
存
の
住
宅
は
、
平
成
23
年
5

月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で

す
。

■
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

　

基
本
的
に
普
段
み
な
さ
ん
が
就

寝
し
て
い
る
部
屋
と
寝
室
が
あ
る

階
の
階
段
部
分
で
す
。

■
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

　

消
火
器
と
同
様
に
悪
質
な
訪
問

販
売
や
点
検
を
す
る
者
が
出
没
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国

の
技
術
基
準
に
適
合
し
な
い
住
宅

用
火
災
警
報
器
は
購
入
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
日
本
消
防
検

定
協
会
の
鑑
定
品
に
は
、
「
鑑
定

マ
ー
ク
」
が
付

い
て
い
ま
す
の

で
購
入
時
の
目

安
と
し
て
下
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部　

予
防
課
ま
で

　

（
℡
０
７
３-

４
８
９-

６
３
０
２
）
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編 集 後 記
　11月、朝夕めっきり寒くなってきました。風邪などひかな
いよう健康管理には十分に気をつけてください。
　町の木、花、鳥が「カヤ」、「さくら」、「セグロセキレイ」に決ま
りました。いずれもなじみが深く、町のシンボルにふさわしい
ものです。
　3日から5日まで文化祭が、また、18日には農林商工まつり
＆美里柿の市が開かれます。皆さん、「芸術の秋」「味覚の秋」を
楽しんでください。

人の動き

11月11月

2007・11

啓発活動重点目標

　○育てよう　一人一人の人権意識
　　　思いやりの心・かけがえのない命を大切に

強調事項

○女性の人権を守ろう

○子どもの人権を守ろう

○高齢者を大切にする心を育てよう

○障害のある人の完全参加と平等を実現しよう

○部落差別をなくそう

○アイヌの人々に対する理解を深めよう

○外国人の人権を尊重しよう

○HIV感染者やハンセン病患者等に対する偏見をなくそう

○刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう

○犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

○インターネットを悪用した人権侵害は止めよう

○性的指向を理由とする差別をなくそう

○性同一性障害を理由とする差別をなくそう

○北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう

第59回 人権週間　12月4日～10日

午前8：30から午後7：00まで
当日、女性の人権擁護委員が電話にて相談に
応じています。
秘密は守られます。

　�0570－070－810
　　（全国共通ナビダイヤル）
または
　�073－425－2706
　　（和歌山地方法務局人権擁護委員室内）

相談内容
　夫や恋人からの暴力、職場等におけるセ
クシャル・ハラスメント、ストーカー行為
など、女性の人権にかかわるすべての問題
について、女性の人権擁護委員が電話相談
に応じます。

11月12日（月）から18日（日）まで

全国一斉

「女性の人権ホットライン」
　　　　相談日開設！



第2回紀美野町農林商工まつり＆
第6回美里柿の市合同開催

　町と結びつきが深く、もっともふさわしい「町の木」「町の花」「町の鳥」を、学識経験者を含む13名の委

員で組織した選定委員会で協議を重ね決定致しました。恵まれた自然を大切にする心をはぐくみ、自然

保護や愛護の象徴として、普及啓発を図り、より美しく、豊かな町づくりのシンボルとします。

（平成19年11月1日制定）

■チケット料金

全自由席　前売り　2,000円

　　　　　当　日　2,500円

　　　　　※お一人様2枚まで

　未就学児のご入場はご遠慮ください。

■前売り開始日

11月5日（月）※予約は受け付けませ

ん。前売りで完売した場合、当日券はご

ざいません。

■チケット販売所

紀美野町文化センター

紀美野町中央公民館

神野支所受付

国吉・長谷毛原・真国出張所

小川・志賀野地区公民館

■主催　紀美野町　紀美野町教育委員会

■お問合せ先　紀美野町文化センター　TEL495-9055

当町では、県下
の中でもカヤの
植裁密度が一番
多い地域であり、
大きな木も多く
見られます。又、
カヤの油は凝固
点が低く冬の灯

明用には欠かせないものとして、江戸
時代には高野山へ年貢として納めら
れていました。

町内にはいろい
ろな品種のサク
ラが見られ、学
校、寺院仏閣、公
共施設に植裁さ
れ、町民に愛さ
れ親しまれ、歴
史的にも深いか

かわりを持っています。

人里の鳥で、町
内全域で見るこ
とができ、水辺
や田の周辺で人
の近くにいる益
鳥として保護さ
れてきました。
尾羽を上下に降

ることから、“しりふり”“おをふり”と
して親しまれています。

島田洋七 講演会 「佐賀のがばいばあちゃん」～笑顔で生きんしゃい！～

第2回紀美野町農林商工まつり＆
第6回美里柿の市合同開催

日時：平成19年11月18日（日）午前9時～

場所：紀美野町文化センター（木の温もり広場）

主催：紀美野町農林商工まつり実行委員会

　　　美里柿の市イベント委員会

催事：・開会セレモニー（表彰等）　　　・農産品展示品評会及び公開予約入札

　　　・参画団体催しコーナーの設置　・餅投げ

ご家族、ご近所お誘いあわせのうえ是非ご来場ください。

※詳しくは、各戸配布チラシをご覧ください。

※農産品展示品評会に出展をお願いします。（詳細は回覧をご覧ください）

※紀美野町役場駐車場から文化センター間に送迎バスを用意しますので利用してください。

紀美野町農林商工振興のため、各種団体の育成強化を図り、地産地消を推進すると共に食の安全を

追求し、町民相互研鑽の場づくりや地域の活性化を促進することを目的として、「心をひとつに町づく

り、活気のある町づくり」をスローガンに、柿のPRを目的とした「美里柿の市」と合同で開催します。
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